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組
合
等
の
動
き（
ア
･
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
・
新
酒
鑑
評
会
ほ
か
）　

２

県
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度　

４
〜
５　

助
成
制
度
の
ご
案
内　

６

組
合
ク
リ
ニ
ッ
ク（
決
算
に
伴
う
事
務
手
続
き
）　

７

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ベ
ル
リ
ン
）　

８　

２
月
の
景
況
調
査　

９

支
所
だ
よ
り　
　
　

事
務
局
だ
よ
り　
　

１０

１１

　

中
小
企
業
団
体
中
央
会
で
は
、

県
と
国
の
補
助
を
受
け
て
、
美

濃
焼
産
地
組
合
の
明
日
を
拓
く

「
中
小
企
業
構
造
改
革
支
援
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。

　
「
美
濃
焼
」
は
、
岐
阜
県
を
代

表
す
る
七
大
地
場
産
業
の
一
つ
と
し
て
、
安
土
桃
山
時
代

か
ら
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
特
に
、
メ
ー
カ
ー
が

所
属
す
る
工
業
協
同
組
合
は
、
地
域
ご
と
に
十
三
の
組
合

が
あ
り
、
そ
れ
を
会
員
と
す
る
岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同

組
合
連
合
会
が
あ
る
。

　

当
産
地
は
、
最
盛
期
に
は

一
千
三
百
八
の
メ
ー
カ
ー
が

二
万
二
千
人
を
超
え
る
従
業

員
を
擁
し
て
、
一
大
産
地
を

形
成
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
現
在
は
六
百
四
十
六
の
メ
ー
カ
ー
に
従
業
員

は
約
七
千
人
と
メ
ー
カ
ー
は
半
減
し
、
従
業
員
は
、
三
分

の
一
に
減
少
し
て
い
る
。

　

一
方
、
組
合
員
数
の
減
少
、
組
合
員
の
事
業
規
模
の
格

差
の
拡
大
、
共
同
経
済
事
業
の
採
算
性
の
悪
化
、
事
業
の

縮
小
、
廃
止
な
ど
組
合
の
存
在
意
義
を
問
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
構
造
的
不
況
状
態
に
あ
る
陶
磁
器
産
業
の

現
状
を
見
つ
め
直
し
、
組
合
運
営
、
組
織
を
見
直
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た
り
①
組
合
員
に
対

す
る
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
②
他
産
地
組
合
の
事
例
調
査
（
四

地
区
）
を
実
施
し
、
現
状
認
識
、
問
題
点
と
課
題
を
整
理

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
美
濃
焼
産
地
は
、
輸
出
あ
る
い
は
積
極
的

な
内
需
拡
大
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
海
外
か
ら
の
量
産
品
の
大
量
流
入
等
に
よ
り

内
需
飽
和
状
態
と
輸
出
は
手
詰
ま
り
状
態
で
あ
り
、
決
定

的
な
需
要
不
足
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
内
需
に
向
け
て
は
付
加

価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り
に

よ
り
、
暮
ら
し
の
文
化
を
彩

る
文
化
産
業
へ
の
脱
皮
が
課

題
で
あ
り
、
一
方
、
海
外
市

場
に
向
け
て
は
、
き
め
細
か

い
市
場
調
査
に
基
づ
く
対
応
製
品
の
開
発
が
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
組
合
間
の
連
携
や
協
力
関
係
を
強
化
し
、
積
極

的
・
戦
略
的
に
新
規
事
業
を
開
拓
し
、
そ
れ
に
応
え
る
商

品
企
画
・
開
発
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
行
政
や
大
学
、
試
験
研
究
機
関
と
の
連
携

も
必
要
で
あ
る
。

　

現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
産
地
組
合
と
連
合
会
、

組
合
員
・
企
業
自
ら
が
足
元
を
み
つ
め
、
問
題
点
、
課
題

を
掘
り
起
こ
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
新
た

な
産
地
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
…
�

『
�

』（
平
成
十
五
年
四
月
〜
十
七
年
三
月
）
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Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
前
の
繊
維
問
屋
街
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
活
性
化
を
図
る

た
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
第　
１３

回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜
」（
�
岐
阜

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
連
合
会
主
催
）

が
、
三
月
二
・
三
日
の
両
日
、
岐
阜

市
の
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜
と
駅

前
問
屋
街
一
帯
で
開
催
さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
シ
ョ
ー
で
は
、
四
十
八
社

が
約
九
十
作
品
を
出
品
し
、
二
〇
〇

四
年
春
夏
の
最
新
商
品
に
よ
る
華
や

か
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。

　

ま
た
、�
ア
ー
ト
な
気
分
�
に
ま
と

め
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
示
し
た

　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
（
老
田

正
夫
会
長
）
主
催
の
「
第　

回
岐
阜

１１

県
新
酒
鑑
評
会
」
が
三
月
二
十
二
日
、

岐
阜
市
日
ノ
出
町
の
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー

ル
岐
山
で
行
い
、
新
酒
の
香
り
が
漂

う
会
場
で
は
、
杜
氏
や
小
売
業
者
ら

が
、
新
酒
を
口
に
含
ん
で
、
味
や
香

り
を
確
か
め
て
い
た
。

　

冷
夏
の
影
響
で
米
の
品
質
が
心
配

さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
冬
の
激
し
い
気

温
の
変
化
に
よ
り
、
酒
造
り
を
す
る

上
で
、
温
度
管
理
や
も
ろ
み
管
理
な

ど
が
難
し
か
っ
た
が
、
出
品
作
は
こ

れ
を
技
術
で
カ
バ
ー
し
、
香
り
高
い

酒
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。

　

県
内
の
蔵
元
三
十
七
場
か
ら
合
わ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

華
や
か
な
衣
服
勢
揃
い

第　

回
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
岐
阜

13

せ
て
二
百
十
一
銘
柄
が
出
品
さ
れ
、

「
吟
醸
酒
」「
純
米
醸
造
酒
」「
本
醸

造
酒
」
の
各
部
門
の
入
賞
者
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

入
賞
し
た
酒
造
業
者
と
銘
柄
は
次

の
通
り
。

【
県
知
事
賞
】
▽
吟
醸
酒
「
白
真
弓
」

（
古
川
町
・
㈲
蒲
酒
造
場
）
▽
純
米

醸
造
酒
「
吉
宝
」（
八
百
津
町
・
�
山

田
商
店
）
▽
本
醸
造
酒
「
天
領
」（
下

呂
市
・
天
領
酒
造
㈱
）

【
県
議
会
議
長
賞
】
▽
吟
醸
酒
「
久

寿
玉
」（
高
山
市
・
㈲
平
瀬
酒
造
店
）

▽
純
米
醸
造
酒「
花
美
蔵
」（
川
辺
町
・

白
扇
酒
造
㈱
）
▽
本
醸
造
酒
「
篝
火
」

（
各
務
原
市
・
菊
川
㈱
）

し
た
。
ま
た
、
組
合
の
発
展
に
尽
力

し
た
役
員
ら
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　

同
組
合
は
、
昭
和
二
十
九
年
五
月

に
設
立
し
て
以
来
、
組
合
員
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
共
同
購
買
事
業
等
を
積

極
的
に
展
開
し
、
現
在
五
十
八
名
の

組
合
員
が
活
動
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
農
業
機
械
商
業
協
同
組
合

（
岡
野
武
雄
理
事
長
）
は
、「
創
立　
５０

周
年
記
念
式
典
」
を
三
月
二
十
五
日
、

岐
阜
市
の
十
八
楼
で
開
催
し
た
。

　

式
典
に
は
、
来
賓
や
組
合
員
約
百

人
が
出
席
。
岡
野
理
事
長
は
、「
組
合

員
が
団
結
し
て
県
農
業
の
発
展
の
一

層
の
貢
献
を
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

「
ア
・
ミ
ュ
ー
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

が
設
置
さ
れ
、
岐
阜
市
出
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
香
田
登
洋
子
さ
ん

の
芸
術
作
品
と
、
企
業
が
出
品
し
た

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
作
品
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
。

　

和
と
洋
を
融
合
さ
せ
た
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
を
通
じ
て
、
来
場
者
に
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
提
案
し
て
い
た
。

　

陶
器
大
廉
売
テ
ン
ト
市
や
陶
器
蔵

出
し
市
が
催
さ
れ
る
ほ
か
、
ロ
ク
ロ

体
験
コ
ー
ナ
ー
等
の
設
置
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
連
休
の
お
出
か
け
候

補
地
と
し
て
い
か
が
で
す
か
？

県
農
業
の
発
展
に
一
層
の
貢
献
を

県
農
業
機
商　

・
創
立　

周
年
記
念
式
典

（協）

50

土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
の
ご
案
内

　
「
第　

回
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
」
が

２８

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
五
月
三
日

か
ら
三
日
間
（
９
時
〜　

時
）、
土
岐

１７

市
泉
北
山
町
の
土
岐
美
濃
焼
商
業
卸

団
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

新
酒
の
香
り
漂
う
鑑
評
会

県
酒
造
組
合
連
合
会

�
�
��
�
��
�
�
	


��
�
�

統計、基本調査にご協力を！

本年６月１日に「事業所・企業統計調査、

商業統計調査、サービス業基本調査」が実

施されます。５月中に調査員が各事業所へ

記入のお願いに伺いますので、ご協力をお

願いいたします。 　 【県知事公室統計調査課】



2004 年（平成 16 年）4月 15 日　　岐阜県　中 小 企 業 情 報　　（第三種郵便物認可）　第 534 号（３）

　

岐
阜
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会

（
田
口
日
出
生
会
長
）
は
三
月
四
日
、

土
岐
市
の
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
で
「
青

中
東
濃
版
講
習
会
」（
中
央
会
共
催
）

を
開
催
し
、
組
合
員
等
約
百
五
十
人

が
参
加
し
た
。

　

講
師
に
は
テ
レ
ビ
等
の
対
談
番
組

に
数
多
く
出
演
、
立
命
館
大
学
客
員

教
授
も
務
め
て
い
る
福
岡
政
行
白
鴎

大
学
教
授
を
迎
え
、「
地
方
分
権
と
地

域
経
済
の
活
性
化
〜
地
域
自
立
型
経

済
を
め
ざ
し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　

福
岡
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、ど

こ
に
ニ
ー
ズ
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
か

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
加
藤
智
子
会
長
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

切
で
あ
る
」と
強
調
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
日
本
経
済
及
び
地

方
自
治
体
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
語

り
、「
歴
史
か
ら
見
て
、
人
口
減
少
に

伴
い
景
気
が
回
復
し
た
こ
と
は
な
い
。

日
本
の
企
業
は
、
今
後
三
年
間
で
勝

ち
組
と
負
け
組
み
が
は
っ
き
り
分
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
地
方
で
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
上
で
も
、
人

口
十
万
人
か
ら
二
十
万
人
前
後
ま
で

の
行
政
規
模
が
一
番
良
い
。
生
活
す

る
人
自
身
が
将
来
の
青
写
真
を
描
く

こ
と
に
よ
り
、
地
方
の
問
題
や
そ
の

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
時
代
の
流
れ
に
対
応

　

福
岡
政
行
白
鴎
大
教
授
講
演

青
年
中
央
会
・
講
習
会

は
三
月
十
八
日
、
岐
阜
市
の
県
民
ふ

れ
あ
い
会
館
で
「
女
性
経
営
者
懇
談

会
」
を
開
催
し
た
。

　
「
今
日
か
ら
す
ぐ
で
き
る
身
近
な
節

税
」を
テ
ー
マ
に
、可
児
征
子
税
理
士
が

講
演
し
、「
税
法
を
知
る
こ
と
が
節
税
に

つ
な
が
る
」
と
語
っ
た
。企
業
経
営
を
行

う
上
で
、
税
金
や
納
税
の
申
告
に
つ
い
て

は
税
理
士
等
に
委
ね
る
部
分
が
多
い
中
、

経
営
者
が
税
金
の
仕
組
み
や
節
税
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
企

業
に
反
映
さ
れ
る
事
が
期
待
で
き
る
。

　

参
加
し
た
女
性
経
営
者
ら
は
、
簡

単
に
出
来
る
節
税
方
法
に
驚
き
の
表

情
を
見
せ
て
い
た
。

　

中
央
会
は
、「
中
小
企
業
組
合
関
係

税
制
研
修
会
」
を
県
下
三
会
場
（
岐

阜
・
三
月
十
八
日
、
飛
騨
・
十
九
日
、

東
濃
・
二
十
二
日
）
で
開
催
し
、
平

成
十
六
年
度
税
制
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

研
修
会
は
、
兼
山
登
税
理
士
を
講

師
に
招
き
、
三
会
場
で
約
八
十
人
の

組
合
関
係
者
等
が
出
席
。「
中
小
企
業

関
係
税
制
の
あ
ら
ま
し
」
に
基
づ
き
、

法
人
税
や
所
得
税
な
ど
組
合
に
関
す

る
特
別
税
制
の
ほ
か
、
十
六
年
度
税

制
改
正
要
綱
と
し
て
、
欠
損
金
に
係

る
制
度
の
見
直
し
、
青
色
申
告
特
別

控
除
の
拡
充
等
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
。

地
域
の
未
来
像
が
見
え
て
く
る
」
と

見
解
を
述
べ
た
。
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�

を
き
ち
ん
と
見
分
け
る
能
力
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
し
っ
か
り
と

し
た
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と
が
重
要
。

現
在
、
食
の
安
全
性
へ
の
関
心
が
高
ま

り
、ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

安
さ
や
便
利
さ
の
追
求
だ
け
で
な
く
、

自
然
と
の
共
生
や
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
良
い
も
の
を
大
切
に
す
る
流
れ
が

出
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
報
を
収

集
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
と
が
大

節
税
を
学
ぶ
女
性
経
営
者

レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
懇
談
会

　

中
央
会
と
岐
阜
県
中
小
企
業
産
業

廃
棄
物
対
策
連
絡
会
議
（
岡
本
太
右

衛
門
座
長
）
は
「
平
成　

年
度
産
業

１５

廃
棄
物
対
策
懇
談
会
」
を
、
三
月
四

日
に
岐
阜
市
の
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
で
開
催
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
県
下
に
お
け
る
産

業
廃
棄
物
排
出
量
の
減
少
に
向
け
て
、

よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

た
め
、
各
業
界
の
状
況
報
告
や
今
後

の
課
題
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
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平成１６年度（２制度５資金）
融資対象者及び資金使途資　金　名

Ⅰ　中小企業振興支援資金

（１）一般資金

・経営安定に必要な長期事業資金 ① 経営安定資金

・小規模企業者等の経営安定のための事業資金 ② 小規模企業特別小口資金

・夏季・年末時期の経営安定に必要な短期事業資金 ③ 中小企業季節資金（夏季・年末）

・旧同和対策対象地区小規模企業者及び組合の経営安定に必
要な事業資金

 ④ 同和地区小規模事業資金

（２）元気企業育成資金

・新七大成長産業（健康・福祉・環境・交流・文化・教育・
ハイテク産業）を営む或いは事業進出を図るために必要な
事業資金

 ① 知恵産業創出促進資金

・地場産業（融資対象業種：食料品、繊維、木工・家具、紙、
陶磁器、金属・刃物、プラスチック）を積極的に活性化す
るために必要な事業資金

 ② 地場産業活性化資金

・新たなデザイン・新商品の開発、製品化に向けての事業資
金

 ③ プロダクトデザイン資金

・ベンチャービジネス等の新規開業及び研究開発による事業
拡大等のための事業資金

 ④ ベンチャー企業等支援資金

・新事業展開、新分野進出及び国際的事業展開等のための事
業資金

 ⑤ 経営革新等企業再生支援資金

・経営の合理化・効率化を図るために必要な施設、設備整備
に要する事業資金

 ⑥ 経営合理化（施設・設備整備）資金

・地震災害防止を図り耐震性を向上させるために、既存施設
の改修、補強や既存設備の補修、整備等を行うための事業
資金

 ⑦ 地震防災整備資金

・既成市街地において、福祉施設を組み込んだ複合型都市再
生施設等の整備及び運営に要する事業資金
・同施設内に付帯した施設で行う事業（商業・サービス業）
の整備及び運営に要する事業資金

 ⑧ 都市再生等支援資金

（３）特別経済対策資金

・経済環境の変化による売上減少等の業況悪化に対応して、
経営安定を図っていくための事業資金

 ① 経済変動対策資金

・倒産関連中小企業者及び組合の経営安定に必要な事業資金
（倒産企業に対し、５０万円以上の債権を有している等）

 ② 関連倒産防止資金

・経営の安定及び改善を図り、既往債務を返済するための資
金

 ③［新］返済ゆったり資金

・岐阜県中小企業再生支援協議会の支援を受けて、経営改善
計画を策定して、事業再生に取り組む中小企業者等の事業
資金

 ④［新］中小企業再生支援資金

・地震・豪雨等の災害により被害を受けた中小企業者等が事
業復旧を図るための事業資金

（４）災害復旧資金

・経営安定に必要な事業資金

　【制度の詳細については、次月号（5月号）にて紹介します】

Ⅱ　［新］岐阜県ＣＬＯ（中部ＣＬＯ）
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平成１６年度岐阜県中小企業資金融資制度
　「中小企業資金融資制度」を拡充しました。中小企業の皆さんの資金繰りの改善や金融の円滑化を支援
するため、低利の利用しやすい資金を用意しました。ぜひ、ご利用下さい。

Ⅰ　テーマ
中小企業者の視点に立った「分かりやすく」「利用しやすい」中小企業資金融資制度の構築

中小企業者のニーズを反映した融資制度　　　日本一利用しやすい融資制度

Ⅱ　目　的
　県内中小企業者にとって、シンプルで、
より「分かりやすく」「利用しやすい」中
小企業資金融資制度を構築するとともに、
２１世紀型の新たな産業おこし（知恵産業お
こし）等を広く展開するための機会の増大
を図る資金需要に支援することにより、県
内の中小企業の発展に資し、岐阜県の経済
や産業の活性化を図る。

Ⅲ　概　要
　　制度改正のポイント
　　◇シンプルな融資制度の構築
　　　【５制度９資金　→　２制度５資金】
　　　・経済変動対策資金（融資利率０.８％）

の継続
　　　・季節資金の融資限度額
　　　　（５百万円→１千万円に引き上げ）

　　◇新資金の創設
　　　①返済ゆったり資金（借換）
　　　　毎月の返済額を軽減できる
　　　②中小企業再生支援資金
　　　　企業の事業再生を支援する
　　　③岐阜県ＣＬＯ（中部ＣＬＯ）

担保や第三者保証人なしで資金が調
達できる

　　　④知恵産業創出促進資金
　　　　対象業種（教育・文化）の拡大

　パンフレット「岐阜県中小企業資金融資制
度のご案内」を作成し、県内金融機関の本支
店、市町村、商工会議所・商工会、中小企業
団体中央会等に備えておりますのでご覧くだ
さい。
　また、ホームページからもご覧頂けます。
【ＨＰアドレス】
http://www.pref.gifu.jp/s１１３３２/index.htm

岐阜県庁　経営支援室
TEL ０５８－２７２－１１１１

（内線３０７５、３０７６）

平成１５年度（５制度９資金）
資　金　名

Ⅰ　中小企業振興支援資金

（１）一般資金

 ① 経営安定資金
 ② 中小企業季節資金（夏季・年末）

（２）特定資金

 ① 同和地区小規模事業資金
 ② 災害復旧資金

Ⅱ　経営環境整備支援資金 （H１４.４.１～ H１６.３.３１）

〔資金メニュー〕
　・経営合理化
　・環境・リサイクル・ＩＳＯ
　・情報化
　・地震防災対策

Ⅲ　新事業創出支援資金 （H１４.４.１～ H１６.３.３１）

〔資金メニュー〕
　・新産業（健康・福祉・環境・情報）
　・産業観光
　・プロダクトデザイン

Ⅳ　都市再生等支援資金 （H１４.４.１～ H１６.３.３１）

〔資金メニュー〕
　・複合型都市再生施設等

Ⅴ　経済変動緊急対策特別資金
（H１３.１０.１８～H１６.３.３１）

① 一般資金
〔資金メニュー〕
　・地場産業活性化特別資金
　・ベンチャー企業等支援特別資金
　・経営革新等企業再生支援特別資金
　・ハイテク・ハイタッチ産業育成特別資金
　・経済変動対策特別資金
　・関連倒産防止特別資金

② 小規模企業特別小口緊急資金
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中央会からご案内します！

中小企業基盤人材確保助成金　中小企業雇用創出等能力開発助成金　中小企業雇用管理改善助成金

雇用・能力開発機構では、創業・異業種進出や経営革新のための人材確保や魅力ある職場づくりを応援しています。

１．中小企業基盤人材確保助成金　経営基盤の強化となる人材確保に
１）概　要
　新分野進出等（創業や異業種進出）や経営革新に伴い、新たに経営基盤の強化に資する労働者（「※基盤人
材」）を、雇入れた事業主に対して、当該基盤人材の賃金に相当する額の一部として一定額を支給するものです。
（基盤人材の雇入れに伴い、一般労働者を雇入れる場合には、当該一般労働者の賃金に相当する額の一部として、
さらに一定額を支給します。）

２）助成額
　雇入れた労働者の１年間の賃金の一部に相当する額として、基盤人材については、１人あたり１４０万円、（１
企業あたり５人までを限度とします。）一般労働者については、１人あたり３０万円を支給します。（１企業あた
り基盤人材の雇入れ数と同数までを限度とします。）
　※基盤人材：改善計画において、申請事業主において経営基盤の強化に資する人材として記載された者であっ

て、新分野進出等に係る新たな事業における業務に就く者であり、次のいずれにも該当するもの
　　　　　　　イ　次のいずれかに該当するもの
　　　　　　　　�　事務的・技術的な業務の企画・立案、指導を行うことができる専門的な知識や技術を有す

るもの
　　　　　　　　�　部下を指揮・監督する業務に従事する係長相当職以上の者
　　　　　　　ロ　申請事業主において、年収３５０万円以上（臨時給与、特別給与等臨時に支払われた賃金及び

３箇月を超える期間ごとに支払われる賃金を除きます。）の賃金で雇入れられる者

２．中小企業雇用創出等能力開発助成金　新たな事業展開に向けてスペシャリストを養成したい
１）概　要
　事業の高度化に必要な職業能力の開発及び向上のため、能力開発のための事業所内外での教育訓練（事業所
内において集合して行うもの、公共職業能力開発施設等の事業所外の施設等に委託して行うもの）、及び教育訓
練を受けるための休暇（職業能力開発休暇）の付与を行う事業主に対して費用の一部を支給するものです。
　なお、事業内職業能力開発計画の作成、労働者への周知並びに職業能力開発推進者の選任が必要になります。

２）助成額
　労働者に教育訓練を受けさせる場合等の派遣費、運営費の１／２（１人１コース当たり１０万円を限度）及び
賃金（事業主が負担した労働保険料の確定保険料の賃金総額から算定した額）の１／２（支給限度があります。）

３．中小企業雇用管理改善助成金　労働者の職場への定着を図るために
１）概　要
　職場への労働者の定着を促進するために、労働者に対し職業に関する相談を行うための設備又は施設の設置
又は整備（「環境整備事業」）又は、労働者に対し職業に関する相談を行う者（「※職業相談者」）の配置（「職業
相談者配置事業」）のいずれかに該当する雇用管理の改善に関する事業を行い、併せて、職業相談者以外の労働
者を雇入れた場合に、当該事業に要した費用の一部を支給するものです。

２）助成額
・環境整備事業
環境整備事業に要した費用の１／２を最高１００万円まで助成します。（要した費用が２０万円以上の場合に支
給します。）
・職業相談者配置事業
職業相談者配置事業に要した費用（賃金等）の１／３の１年分が支給されます。（ただし、受給できる額は、
雇用保険の基本手当日額の最高額の３３０日分を限度とします。）

※職業相談者：職業に関する相談に係る専門的知識を有すると判断されるもの

　●詳しくは、雇用・能力開発機構岐阜センターへお問い合わせ下さい。
岐阜市金町４-３０　明治生命岐阜金町ビル６階　　　TEL ０５８－２６５－５８００
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組合クリニック（管理）
●年度末決算に伴う組合の事務手続きについて
　組合の年度末終了後の事務処理は、決算関係書類の作成から理事会・総会の開催、必要に応じて法
務局への登記、総会後に所管行政庁への届出、そして税務申告と非常に煩雑で、仕事量も多くなりま
す。
　そこで今回、年度末からの一連の事務手続きの要点を解説します。是非、参考にして下さい！

※事業年度末終了後の事務手続きのフロー図
決算日を３月３１日、理事会を５月７日、通常総会を５月２４日と仮定した場合です。

●決算関係書類作成上の留意点
１．財産目録の作成 ← 作成されていないケースが見受けられます。
　所管行政庁へ提出する決算関係書類は、事業報告書、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び剰余
金処分案又は損失処理案です。

２．定款に記載された剰余金処分について
　定款に記載された「法定利益準備金」、「特別積立金」の積み立てを行って下さい。組合の事業で教
育情報事業を実施している組合は、「法定繰越金（教育情報繰越金）」の処理を必ず行って下さい。

３／３１　　事業年度末（決算日）�
４／１�

４／２８　　出資総口数及び払込済出資総額変更登記�

４／３０　　理事会招集状の到達�

５／７　　理事会の開催�

５／１３　　通常総会招集状の到達�

５／１７　　監事の監査�

５／２４　　通常総会�

５／３１　　法人税等の確定申告�

６／７　　決算関係書類の提出�

四週間以内�

中七日以上�

中十日以上�

決

算

日
か
ら
二
ヶ
月

以

内
�

決算関係書類を通常総会の一週間前までに理事から監事へ提出�
監事は決算関係書類を監査した上で監査意見書を提出�

定款変更がある場合（総会で決議された後）�
　①所管行政庁へ定款変更認可申請�
　②認可後、変更登記�
　（登記事項がある場合、認可書到着後二週間以内）�
理事会の開催（役員変更がある場合）理事全員の同意があれば�
招集手続を省略�
　①代表理事の変更登記（就任・重任のいずれか）�
　②所管行政庁への届出（二週間以内）�

二
週

間

以

内

�
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

■４７万人を集める歴史深い国際見本市
　世界的に有名な食品、園芸、農林業に関する製品及び
技術の見本市「ベルリン国際緑の週間（International Green 
Week Berlin ２００４ = IGW２００４）」が、今年もドイツの首都
ベルリンで開催された。１９２６年に始まり、今回で６９回
目を数えるこの歴史の深い見本市に、今年は１０日間で約
４７万人の消費者及びビジネストレーダーが訪れた。
　出展者は５５ヶ国から１,５８１社及び団体に上り、１１万４
千�の会場には、まさに世界中のものが並んだ。飲料、
加工食品、酪農製品などの食品、花卉、種苗や園芸用品
などの園芸関連品、そして牛、羊、馬、豚などの家畜や
その飼育技術等が、ところ狭しと展示、販売された。
■高い満足度
　出展者のＩＧＷ２００４への主な出展目的は、①消費者へ
の製品認知や即売、②企業の存在感の主張とイメージ構
築、③そして専門商社・貿易業者とのコンタクトの開拓
とのことである。
　これらの目的も、１０万人超のビジネストレーダーを含
む４７万人が会場を訪れたことに加え、来場者１人が平均
して１３０ユーロ（約１７,０００円）のお金を落としていった
という事実から、容易に達成されたと言っても良いだろ
う。また７０ヶ国から約４千人のジャーナリストが訪れた
ことも、出展者にとっては見逃せない魅力であるに違い
ない。
　実際アンケートによれば、出展者の約９０％がＩＧＷ
２００４に対して良い印象を残したと答えている。来場者の
反応も非常に良く、９５％以上のアンケート回答者が良い
又は非常に良いという評価を与えている。
■活況を示した有機農法市場「Bio Markt」
　今年のＩＧＷで特筆すべきは、「Bio Markt」の存在感
であろう。今年設けられた「Bio Markt（ビオ・マルクト
＝バイオの市場）」と称するホールには、有機農法につい
ての展示や、有機農法により生産された原材料を利用し
た多くの加工食品の販売等が行われた。化学肥料や農薬

の使用を極力抑え、有機肥
料を利用した安全な食料を
生産することは、ダイオキ
シン汚染や、狂牛病、鳥イ
ンフルエンザといった問題
が頻繁に日常の食卓を脅か
している最近の世の中に
あって、生産者、そして消
費者にとって大きな関心事
となりつつある。
　逆に捉えれば、今後、有
機農法に関する市場は益々
拡大する可能性を示していることになろう。今回販売さ
れていた有機製品はパンや牛乳といったものから、ビー
ル、ジュース、ケーキ、ソーセージやフライドポテトな
どの日常の嗜好品にまで及んだ。出展者も、昨年の２倍
の約１００社に上り、この市場の盛り上がりの一端を感じ
させた。
■日本ブースと健康的なイメージ
　一方で日本ブースへ出展した日本系企業は２社のみで
あった。冷凍寿司、日本酒、醤油等を販売したDeutsche 
Nippon-Kan GmbH（ドイツ日本館）と、梅酒をはじめ、
梅酒シャンペン、梅干漬等を販売したChoya Umeshu 
(Deutschland) GmbH（チョーヤ梅酒）。日本食品の健康的
なイメージとその人気は、ドイツをはじめ海外では根強
い。安全性とともに、健康的な食生活の提案は、肥満が
社会問題化する先進諸国におけるもう一つの関心事であ
る。これら２社以外にも、まだまだ日本食品が活躍でき
る場所は大きいはずである。
■生産者と消費者の出逢いの場
　食は生きるうえで最も原始的で、最も重要なテーマで
ある。
　より美味しく、より安全に、より健康的にと、嗜好も、
また求める方向も千差万別である。それら全ての要望を
満たすために、市場拡大の可能性は留まるところを知ら
ない。
　出展者にとっては消費者への絶好のＰＲの場として、
そして消費者にとっては世界中の土地や企業が誇る味や
製品に触れる機会として、ＩＧＷは相互に有効に利用さ
れ、毎年多く人の異なる要求を満たしているに違いない。
会場の混雑ぶりは一番端的にその盛況ぶりを示していた。
最も原始的な欲求について探求する１年に１回限りの場
として、毎年ＩＧＷに多くの出展者、そして来場者が集
う理由は非常に理解しやすい。この出逢いの場から、少
しでも多くの成功者が生まれることを願いたい。（数字は
いずれも主催者公表値）

���������	
��
������������������

　　４７万人が出逢いの場へ
　　　国際見本市「ベルリン国際緑の週間（IGW）」

岐阜県ベルリン駐在員　吉 村 竜 一
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２月景況調査

原
料
高
製
品
安
が
収
益
を
圧
迫

経
営
環
境
悪
化
を
懸
念

当
月
は
、
若
干
で
は
あ

る
が
改
善
の
動
き
と

な
っ
た
。

　

改
善
の
要
因
は
、
業

種
別
の
景
況
感
Ｄ
Ｉ

値
が
、
食
品
、
機
械
・

金
属
業
、
小
売
業
等
で

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対
象
に

ま
と
め
た
『
二
月
の
特
色
』
は
次
の
と
お
り
。

　
〔
二
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中
小
企

業
の
特
色
は
①
景
況
感
悪
化
幅
縮
小
②
原
料
高

製
品
安
で
収
益
圧
迫
③
設
備
投
資
関
連
は
依
然

堅
調
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
月
の
景
気
動
向
を
前
年
同
月
比
景
況
感
Ｄ

Ｉ
値
で
見
て
み
る
と
、
好
転
５
ポ
イ
ン
ト
、
悪

化　

ポ
イ
ン
ト
で
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
と
な

４１

３６

り
、
前
月
に
比
べ
５
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
っ

た
。

　

景
況
感
Ｄ
Ｉ
値
は
、
昨
年
７
月
以
降
マ
イ
ナ

ス　

ポ
イ
ン
ト
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
消
費

４０
関
連
、
建
設
関
連
等
の
停
滞
が
続
い
て
い
る
が
、

前
月
水
準
よ
り
も
マ
イ
ナ
ス
回
答
が
減
少
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ
値
も
改

善
の
動
き
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
も
水
面
下
で
の
改
善
で
あ
り
、

収
益
状
況
は
前
月
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
悪
化
す
る
な
ど
、

売
上
が
増
加
し
て
も
収
益
に
結
び
つ
か
な
い
状
況
が

続
き
、
経
営
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

大
企
業
の
景
況
感
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
改
善
傾

向
に
動
い
て
い
る
中
で
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、

依
然
景
況
の
停
滞
感
が
強
く
、
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

　

ま
た
、
情
報
連
絡
員
か
ら
は
、
消
費
税
総
額
表
示

に
伴
う
経
費
増
、
原
材
料
高
製
品
安
に
よ
る
収
益
悪

化
な
ど
を
危
惧
す
る
コ
メ
ン
ト
が
報
告
さ
れ
た
。

　県内中小企業主要業種の景気動向
（２月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△△窯 業 原 料
○△△△△○石　 　 灰
▲▲△▲△▲生　 コ　 ン
▲▲▲▲▲▲砂 利 生 産
▲△▲▲△▲砕 石 生 産
△△△△△△鋳　 　 物
▲△▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
△△△△△△刃物等金属製品 （内需） 
△△○△△○メ　 ッ　 キ
△△△△○○県 金 属 工 業 団 地
△△△▲△△可 児 工 業 団 地
○△△△△○金　 　 型
○△△○▲○電 気 機 械 器 具
△▲△▲▲○輸 送 機 器
△△△△△○各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△△総合卸売業（岐阜地区）
▲△△△△▲陶　 磁　 器
○△△○△○機械工具・工作機械
△△△△△△青　 　 果
△▲△▲▲△水　 産　 物
△△△▲△▲家 電 機 器 販 売
△△△△△△メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
△△○△△▲共 同 店 舗（ 東 濃 ）
▲△▲△△○共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△△△生 花 販 売

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△▲△▲味 噌 ・ 醤 油
▲△△▲△△豆 腐 製 造
△△▲▲○△食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲▲▲菓　 　 子
△△△▲△△米　 　 菓
▲▲▲▲△▲酒　 　 造
▲○△▲▲▲製 麺
▲△▲▲▲▲撚　 糸
△△△△△△ニ ッ ト 工 業
▲△▲▲△▲毛　 織　 物
▲△▲▲△△合 成 繊 維 織 物
▲△△△△▲メ ン ズ ア パ レ ル
――――――婦 人 ・ 子 供 服
△▲▲▲△△縫　 　 製
△○△○△○製　 　 材
▲△△▲▲▲銘　 　 木
△△△△△▲集　 成　 材
△△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△△△家　 庭　 紙
△△△○△△特　 殊　 紙
△△△▲△△紙　 加　 工
△△△△△△印　 　 刷
▲▲△▲▲▲プ ラ ス チ ッ ク
△▲△△△▲陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲▲▲▲○▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）
▲△△▲△▲タ イ ル

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△▲△△▲△岐 阜 市 商 店 街
△△△▲△△大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲△△多 治 見 市 商 店 街
▲△△▲▲△恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△△△△△タ イ ヤ 整 備
△△○○△○長 良 川 畔 旅 館
△△△▲△▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△▲▲高 山 旅 館
▲▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△△△▲広 告 美 術
△△△△△△情 報 サ ー ビ ス 業
△△△△△△映 像 制 作
▲△△▲△△飲　 食　 業
▲△△▲▲△ビ ル メ ン テ ナ ン ス
△△△△△○理 容 ・ 美 容 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲△▲▲▲土木・建築（羽島）
▲△▲▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
▲△▲▲△▲鉄 構 造 物
△△△△△▲電 気 工 事
△△△▲△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
△△▲△△○建　 　 具
▲▲▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△△▲△貨 物 運 送（ 県 域 ）
▲△▲▲△▲軽 運 送
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下
呂
温
泉
の
『
ト
マ
ト
丼
』
を
ご

存
知
で
す
か
？

　

こ
れ
は
、
ご
飯
の
上
に
地
元
産
の

マ
イ
タ
ケ
、
甘
辛
く
炒
め
た
飛
騨
牛

と
タ
マ
ネ
ギ
、
そ
し
て
下
呂
周
辺
の

特
産
品「
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
」が
の
っ

て
い
る
食
べ
物
で
あ
る
。

　

下
呂
温
泉
は
、
旅
館
の
料
理
に
は

定
評
が
あ
る
が
、
名
前
の
知
ら
れ
た

名
物
料
理
に
乏
し
い
。
そ
こ
で
、
飲

食
業
組
合
と
商
工
会
観
光
部
会
が

「
ふ
る
さ
と
名
物
料
理
開
発
委
員

会
」を
立
ち
上
げ
、観
光
客
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
新
商
品
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

何
度
も
試
作
品
の
試
食
会
を
重
ね

た
結
果
考
案
さ
れ
た
の
が
、
地
元
の

農
産
品
を
代
表
す
る
ト
マ
ト
を
素
材

に
し
た
こ
の
料
理
で
、
南
飛
騨
国
際

健
康
保
養
地
協
議
会
の
認
定
品
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

な
か
な
か
想
像
で
き
な
い
味
だ
ろ

う
が
、
食
し
た
者
か
ら
の
評
価
は
意

外
に
美
味
し
い
と
好
評
で
あ
っ
た
。

牛
肉
の
肉
汁
と
生
ト
マ
ト
の
甘
酸
っ

イ
タ
リ
ア
ン
リ
ゾ
ッ
ト
に
近
い
味
だ

と
い
う
。

　

下
呂
温
泉
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学

者
、
林
羅
山
が
有
馬
・
草
津
と
並
び
、

天
下
の
三
名
湯
と
記
し
た
日
本
を
代

表
す
る
温
泉
で
あ
る
。
町
村
合
併
に

伴
い
三
月
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
下
呂
市
、
温
泉
と
ト
マ
ト
丼
を
満

喫
し
に
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ぱ
い
果
汁
が
ご
飯
に
し
み
込
み
、
な

ん
と
も
言
え
な
い
味
に
仕
上
が
っ
て

い
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
和
風

の
発
電
施
設
「
森
林
資
源
活
用
セ
ン

タ
ー
」
が
完
成
し
、
三
月
二
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
発
電
施
設
は
、
国
と
県
、
町

か
ら
の
補
助
を
受
け
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
総
事
業
費
約
五
億
六
千
万
円
、

最
大
で
一
日
に
約
六
百
�
�
の
発
電

が
可
能
で
あ
る
。
設
備
は
、
組
合
等

で
排
出
し
た
廃
材
や
木
屑
な
ど
を
燃

焼
し
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
を
利
用
し
て

発
電
さ
れ
、
発
電
し
た
電
力
は
組
合

内
の
施
設
で
利
用
し
、
余
剰
電
力
は

電
力
会
社
に
売
電
す
る
。

　

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目

さ
れ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は
、

燃
焼
時
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を

周
囲
の
森
林
が
吸
収
し
、
成
長
し
た

木
を
木
材
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
、

環
境
に
配
慮
し
た
施
設
で
あ
る
。

　

林
野
庁
の
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
事
業
」
の
認
定

を
受
け
、
東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通
協

同
組
合
（
洞
ノ
口
武
儀
理
事
長
）
が

建
設
し
て
い
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
完
成

東
濃
ひ
の
き
製
品
流
通　
（協）

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ
-m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
水
野
謙
二

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



下
呂
の
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニュ
ー『
ト
マ
ト
丼
』

　

連
合
岐
阜
（
武
田
康
郎
会
長
）
で

は
、
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
、

女
性
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
、

能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
職
場
の

実
現
に
向
け
て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

男
女
が
共
に
仕
事
と
家
庭
責
任
を

分
担
し
、
安
心
し
て
育
児
・
介
護
で

き
る
社
会
の
実
現
と
、
男
女
の
賃
金

格
差
是
正
に
向
け
て
、
以
下
の
要
請

が
あ
っ
た
。

　

①
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

が
二
〇
〇
三
年
七
月
に
成
立
し
、
次

の
世
代
を
担
う
子
供
達
が
健
や
か
に

生
ま
れ
育
つ
環
境
を
作
る
た
め
、
労

使
間
で
の
一
般
事
業
主
行
動
計
画
策

定
の
場
に
労
働
組
合
（
女
性
）
の
代

表
が
参
画
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

②
働
く
女
性
が
募
集
・
採
用
か
ら
定

年
退
職
に
至
る
ま
で
、
性
に
よ
る
差

別
を
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
を
整
備

す
る
。
③
男
女
間
の
賃
金
格
差
は
改

善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
一
価
値
労
働

同
一
賃
金
の
原
則
を
ふ
ま
え
て
、
男

女
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
見
直
す
。

④
労
働
者
の
深
夜
労
働
、
時
間
外
や

休
日
労
働
の
免
除
、
子
供
・
家
族
看

護
休
暇
の
新
設
及
び
拡
充
、
育
児
・

介
護
短
時
間
勤
務
制
度
等
の
整
備
。

⑤
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
対
策
と
し
て
、
苦
情
・
相
談

体
制
を
整
備
し
、
対
応
機
関
の
設
置

（
窓
口
に
女
性
を
配
置
す
る
等
の
配

慮
）、
事
後
の
迅
速
な
対
応
な
ど
に
取

り
組
む
。
⑥
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
（
積
極
的
改
善
措
置
）
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
、
国
等
は
企
業

の
取
り
組
み
を
促
進
。
⑦
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
処
遇
改
善
と
均
等
待

遇
の
改
善
を
促
進
し
、
被
保
険
者
資

格
を
有
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

の
社
会
保
険
等
へ
の
加
入
に
努
め
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
て

連
合
岐
阜
が
来
会
、協
力
を
要
請
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岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
（
安
江

政
弘
会
長
）
は
、
三
月
九
日
か
ら
四

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

日
間
、
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開

催
さ
れ
た
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ 
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
２
０
０
４
」
に
出
展
し
た
。

　

岐
阜
県
製
品
技
術
研
究
所
と
県
内

企
業
三
社
と
が
共
同
研
究
開
発
し
た

食
品
三
品
目
を
展
示
し
、
商
品
と
し

て
の
完
成
度
や
適
正
価
格
等
を
調
査

す
る
と
と
も
に
、
販
路
拡
大
の
た
め

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　

海
外
・
国
内
か
ら
約
二
千
五
百
の

企
業
が
出
展
、
食
品
関
係
の
バ
イ

ヤ
ー
や
一
般
消
費
者
な
ど
約
十
万
人

の
来
場
者
が
あ
り
、
会
場
は
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

岐
山
）

　

日　

岐
阜
大
学
等
知
的
財
産
事
業

２５
化
支
援
連
絡
会
議
（
県
議
会
棟
）

　
　

岐
阜
県
農
業
機
械
商
業　

創
立

（協）

　

周
年
記
念
式
典
（
十
八
楼
）

５０

　
　
　

岐
阜
県
情
報
産
業
協
会
・
通

（社）
常
総
会
及
び
研
修
会
（
ソ
フ
ト
ピ

ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

全
国
中
央
会
・
理
事
会
（
虎

２６
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
）

〈
三
月
中
〉

２
日　

斐
太
建
具　

創
立　

周
年
記

（協）

４０

念
式
典
（
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
）

３
日　

組
合
等
活
性
化
情
報
編
集
委

員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

４
日　

平
成　

年
度
産
業
廃
棄
物
対

１５

策
懇
談
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
）

　
　

岐
阜
県　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
委
員

２１

会
（
県
議
会
棟
）

８
日　

連
合
岐
阜
・
来
会
（
中
央
会
・

情
報
サ
ロ
ン
）

　

日　

第
２
回
岐
阜
地
方
労
働
審
議

１５
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

　

日　

岐
阜
県
酒
造
組
合
連
合
会
・

２２
新
酒
鑑
評
会
（
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル

産
官
共
同
開
発
品
を
Ｐ
Ｒ

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ 
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
2
0
0
4

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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中
央
会
の
所
管
で
あ
る
岐
阜
県
農

林
商
工
部
商
工
局
関
連
の
人
事
異
動

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〔
新
任
〕【
商
工
局
長
】
▽
坂
本
桂
二

（
基
盤
整
備
部
参
事
よ
り
）

【
産
業
経
済
室
】▽
井
上
勇
室
長（
情

報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学
事
務
局
教

務
課
長
よ
り
）
▽
佐
藤
さ
わ
子
課
長

補
佐
兼
団
体
支
援
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
（
経
営
支
援
室
課
長
補
佐
よ
り
）

▽
野
々
村
真
紀
主
任
（
県
民
生
活
安

全
室
よ
り
）

〔
前
任
〕
▽
長
屋
栄
商
工
局
長
（
理

事
＝
産
業
行
政
総
括
＝
兼
農
林
水
産

局
長
へ
）
▽
高
橋
一
吉
室
長
（
環
境

局
環
境
政
策
室
長
へ
）
▽
伊
藤
修
課

長
補
佐
兼
団
体
支
援
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
（
業
務
支
援
室
課
長
補
佐
へ
）

期
に
あ
た
り
ま
す
。

　

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
多
忙
の
折
恐
縮
で
す
が
、
日
程
等

を
調
整
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
と
も

ご
出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

県
商
工
局
及
び
産
業
経
済
室
の
人
事
異
動

　

中
央
会
の
『
第　

回
通
常
総
会
』

４９

を
５
月　

日　

、
午
後
一
時
三
十
分

３１

（月）

か
ら
三
時
三
十
分
の
予
定
で
、
大
垣

市
の
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
一
階

「
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
致

し
ま
す
。
今
回
の
総
会
は
役
員
改
選

〈
五
月
中
〉

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

１０
会
監
事
会
（　

時　

分
〜
／
中
央

１０

３０

会
サ
ロ
ン
）

　

日　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

２４
会
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
第
５
回
通

常
総
会
（　

時　

分
〜
／
グ
ラ
ン

１４

３０

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

５
月　

日　

に
開
催
予
定

３１

（月）今
回
は
役
員
改
選
期

f.gifu.lg.jp

）
で
ご
確
認
、
ご
了
解
の

う
え
、
お
申
込
み
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
庁　

情
報
産
業
室

℡
〇
五
八－

二
七
二－

一
一
一
一

（
内
線
三
一
一
二
）

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ

ン
タ
ー　

研
修
担
当

℡
〇
五
八
四－

七
七－

一
一
一
三

中 央 会
通常総会

　

こ
の
度
、
岐
阜
県
は
、
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
株
式
会
社
と
連
携
し
、
県
内

の
市
町
村
、
企
業
、
団
体
な
ど
に
勤

務
す
る
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
企
業
等
・
地
域
の
情
報
化
に

役
立
つ
研
修
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
参
加
下
さ
い
。

①
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
﹇
大
垣
市
﹈

＝
６
月　

日
�
・　

日
�

１６

１７

②
多
治
見
市
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
＝

６
月　

日
�
・　

日
�

２３

２４

い
ず
れ
の
会
場
も
、
定
員　

名
５０

参
加
費：

九
千
四
百
五
十
円

※
二
日
間
で
研
修
（
座
学
）
と
資
格

認
定
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
研
修
の

み
の
受
講
は
不
可
な
ど
、
受
講
に
条

件
等
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
細
情
報
を

「
ぎ
ふ
ポ
ー
タ
ル
」（http://w
w
w
.pre

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

岐
阜
県
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
が
連
携

�
…
Ｖ
ｉ
ｓ
ｕ
ａ
ｌ 
Ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｃ 
基
礎　

－

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

－　

５
月　

〜　

日　
　

受
講
料
三
万
四
千
円

２６

２８

●
詳
し
く
は
・・・　

全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
五
八
四

－

七
七

－

一
一
一
三


